
三多摩移管の職安
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三多摩の東京府移管（1893年4月）

三多摩移管をめぐる村むらの状況
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＊　小平市中央図番館かTAMAらいふ21多度東京移管前史資料展図録「多摩はなぜ東京なのか」』 

（小平市TAmらいふ21推進英行委員会、1993年）より 
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図3「壮士の見本」（r毎日新聞言5536号、明治22年5月28日）



（瑛娘）13　保靂・衛生

第324表　法定伝染病，患者および琵著敦（l鍵1－19約年）一1

年　　次 �コ　　　レ　　　ラ �赤　　　　　痢 �疫　　　　　痢 �揚　チ　フ　ス �パ　ラ　チ　フ　ス �痘■饗 ‾li、畿 4㌧認 一一一‾喋 
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83（116） �25　　　13　　　　9　　　　7　　　　　　　　　　　　　199　　　　51 

84　17 �39　　13　　13　　　7　　　　　　　　　203　　60　　　　　　　　　494∴態 
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86（19） �5903　4176　　19　　　3　　　　　　　　　499　124　　　　　　　　　－6451髪／ 

87（20） �24　　11　17　　　3　　　　　　　　　　605　°149　　　　　　　　　100牒 

88（21） �17　　　8　　12°　　3　　　　　　　　　　637　158　　　　　　　　　　79　三菱 

89（22） �16　　　7　　26　　　2　　　　　　　　　　795　184　　　　　　　　　11 

90（23） �22371726　　21　　9　　　　　　　　　808　　232　　　　　　　　　7－攫 

91（24） �180　134　　　30　　　6　　　　　　　　1193　　230　　　　　　　　　　515∴霧′ 

92（25） �32　　18　　67　　18　　　　　　　　1113　　237　　　　　　　　2711－ 

93（26 �26　　15　　551－　108　　　　　　　　　　692　　　94　　　　　　　　　　115 

94（27） �8　　　3　　579　134　　　　　　　　　843　183　　　　　　　　　129　謬 

95（28） �834　　582　　241　　49　　　　　　　　　867　157　－　　　　　　　　10　懇話 

26（昭1）
27（　2）

28（　3）

29（　4）

30（　5）

〔資料〕『神奈川県統計書』神奈川県『統計神奈川県史』

〔註〕1）「疫痢」を含む。
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柿生郷土史料館　第78回カルチャー・セミナー

【はじめに】

2019年1月27日

町田市立自由民権資料館　井上茂信

一三多摩の東京府移管について～

自由民権運動が要求し続けた「憲法制定」「国会開設」の実現

当面の目標としての衆議院議員選挙勝利（＝代表者を国会へ送り込む）

多摩川・玉川上水の管理問題

自由党系内部の対立（自由党主流派vs正義派）

【三多摩移管～神奈川県から東京府へ～】→図1・三多摩移管の概要

横浜開港→外国人遊歩区域（10里四方、多摩川以西）→管理上多摩郡は神奈川県へ　→図2

〔移管の発端となった事件〕

1886（明治19）年8月19日、神奈川県西多摩郡下長淵村の事件　→史料1－4

〔東京府と神奈川県の事情〕

東京府……水道管理（玉川上水の管理）の一括化

明治19年のコレラ騒ぎ以降、玉川上水の衛生管理が課題に

神奈川県…自由党勢力（壮士）の強大化、抑えきれない県行政・県警　→図3

明治25年総選挙での選挙干渉の責任を追及する自由党勢力→中野県知事の辞任

→史料5〃6

政府・……‥水道管理一括化・自由党勢力（壮士勢力）への憂慮

〔国会での政府法案提出〕

1893（明治26）年2月18日「東京府及神奈川県境域変更二関スル法律案」提出　→史料7

法案審査のための特別委員会設置

2月28日　衆議院特別委員会法律案否決、衆議院可決、貴族院可決

議長は星亨…東京での勢力拡大にむけ三多摩壮士を東京へ

3月6日　「東京府及神奈）i惧境域変更三関スル法律」公布（法律第一二号）

4月1日　移管

〔各郡の地理的・政治的立場と対応〕　→史料8・9

北多摩郡…東京府に隣接

東京との流通ルートを重視（甲武鉄道（現中央線）の開通・青梅鉄道の開通予定）

→本来は北多摩・西多摩2郡の移管を画策

自由党勢力と敵対する吉野泰三を中心とする勢力が中心

→移管賛成運動優位、自由党勢力は反対運動へ

－1－
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【選挙前の自由党系の動き】　→図5“6

1889（明治22）年12月19日　板垣が愛国公党結成を呼びかける（大同倶楽部は不参加を決議）

再興自由党結成

＊党員814名中262名が神奈川県人

正義派の吉野泰三も入党

＝旧自由党系は愛国公党・大同倶楽部・再興自由党の3派鼎立状態に

＊三派は協力・合同へむけて合意するが選挙前に調整できず

選挙後に立憲自由党結成へ（その後自由党に）大同協和会が自由党

【第一回総選挙と国会】

〔第一回総選挙〕

各郡の有権者数　南多摩…781人、北多摩633人、西多摩169人

主な立候補者　　　→史料11〃12

自由党＝石阪昌孝（南多摩）・瀬戸岡為一郎（西多摩）

正義派＝吉野泰三（北多摩）

自由党は石阪・瀬戸岡の2名、正義派は吉野のみの擁立

定数は2名

連記制（候補者2名の名前を書く）

⇒自由党支持者……石阪・瀬戸岡を選択

正義派支持者．…‥吉野．石阪。r吉野．瀬戸岡）と想定

1890（明治23）年7月1日　第一回総選挙

石阪1365票（当）、瀬戸岡886票（当）、吉野568票（次）

同　　年7月25日　集会及政社法公布（→集会条例廃止）

神奈川県倶楽部・北多摩郡正義派など政社の指摘をうけ、解散か

政社の届けを出すかを迫られる

→各派解散へ（全国区的党派への吸収化へ）

このころ吉野泰三は引退に心が動く？

〔第二回総選挙〕

主な候補者　→史料13

自由党＝石阪昌孝（南多摩）、瀬戸岡為一郎（西多摩）

吉野派（政府と提携）＝吉野泰三（北多摩）、平林定兵衛（南多摩）

＊品川弥次郎内相指示による選挙干渉→　自由党員の不当逮捕、軟禁などが多発

1892（明治25）年2月15日　石阪890票（当）、瀬戸岡720票（当）、吉野663票（次）

→吉野は国民協会（吏党系）入党へ　→図7
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多摩東京移管後の東京府と神奈川県（朋治26年－）

／・一・美　　　東購庵 ‾一、・一　　　ヽ 

●一一● 持薬川嬉 

多摩三部時代の神奈川県（明治11－26年）

西多摩都　　　　　　東京府 　　　′ 

〆‾、一㌔北多摩璃集束鰹郡 　　’ヽ＿」 
∴‾∴＼二㌢、〕－∴ ｛　持家硬畠 

大区・小区制時代の神奈川県潮流7、8年頃）

図1移管前後の地域変遷図（小平市中央図書館『多摩東京移管前史史料展図録』より）
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史料1玉川上水でのコレラに関する記事①（明治19年8月22日）『朝野新聞』第三千八百四十九号

●ご注意ノヘ　昨日近衛都督より近衛一一般へ左の通り達せられし由

去る十九日

る処より聞

なるに更に何

汚物を技

但飲用外に用ゆるハ苦しからず

日までモ

より報知

筈

史料2　玉川上水でのコレラに関する記事②（明治19年8月24日）　『朝野新聞』第三千八百五十号

○虎列刺に関する叡慮　先般来悪疫流行に付国民の繁るゝ者多き事を聞召され畏こくも日々該患者

の統計を親しく御覧在せられ深く　辰襟を悩まさせらるゝ趣予て承り居りしが其予防並に患者の取

扱に従事し為めに感染せし憲兵巡査等の人負姓名等を取調て差出す可き旨を御沙汰在らせられたる

由又去る十九日 物を玉川の上流に接続せる堀にて‡

上意　叡間に達せし処右ハ府下人民飲用に供する水道の源なれバ自今斯の如き不都合の事之れ無き

様注意可致旨其筋へ御沙汰在らせられたる由に承る

史料3　玉川上水でのコレラに関する投書（明治19年8月24日）　　『朝野新聞』第三千八百五十号

○ご注意ノへの詰問

一般へ諭達せ

ハ今日の如き

られたることを

る一大事にし

々ハ宜しく

事なかり

へたるに更に之無

ii上水を

あるに付該上水ハすべて

きて人々自

れ事実なりと

身の摂生向

寸にて去る

べからざる

のことにま

正誤の到

方をも示さるべ

より近衛

ることあらんに

ことなる

ヽ増加せし模様ある

ハ両三日以来少しく気候の変換せしにも因るべけれど斯る際に当り斯る大不都合のことありてハ幾

バくか之に原因せしにあらず

る程にて爾

如きハ一旦上

可せらるゝ

といふべからず余の如き

せしめて然る

日に至るも

之を用ふることにせり知ら

より右に

る人より投書あり至極尤の次第に存すれバ其の大旨を鼓に掲ぐ

ひものゝ

吏用する人々ハ如

の至りに

史料4　玉川上水でのコレラに関する記事③（明治19年8月25日）『朝野新聞』第三千八百五十一号

○鉱員丈ゑ）も抜姦し　去る廿二日の紙上へ玉ji止水の源流にて虎列刺病者の汚臓物を洗絡したる者

あるに付該上水ハ飲用しべからざる旨近衛都督より近衛一般へ御達ありし趣を掲げ該用水を使用す

る者の注意を喚起したりしが今該件に関する警視庁の事実取調報告を待たれバ之を左に掲ぐ

去る廿日玉川上

より多摩川上水ハ一切 らたり云々と二三の新聞に

一　7　－
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を洗ひたる

雄も巳に神奈川

し殊に目

あらざるにより

水源より

を施行せられたるに

○又　東京府庁よりハ昨二十四日官報公告欄内へ左の如く公告せられたり

玉川上水

去ル二十日

三四町ノ

ll県下西 村ヨリー里余ヲ

リテ其汚蔵物ヲ

ヲ施シタリ

ニ属セリ

川ヨリ十四五町ヲ

流二沿ヒタ

スルモノナレトモ

毒も本流に

目下非常ノ

ナシトス

史料5　県官の選挙干渉責任を問う「陳情書」（愛甲“大住郡）　　　明治26年3月（推定）

陳情書

民

ノーニシテ足ラスト

ルノー事ナ リ此事ヤ当時ノ

能ハサラシメタルモノ

新聞紙上目トシテ記載セサルハナク為二一般人民

ノ感情ヲ害シタルコトモ亦砂カラス是等ノ事実ハ敢テ惣平等カ詳述セサルモ業二已二閣下ノ明

知セラルヽ所ナリト思惟ス

ス／レモノ ト為スヲ

誘

ノ訴フヘキモノアリ

村平民若

ト言フニ忍ヒス

名ノ居宅ニ

三月十九日

市

為サシメタル

惣平等実二憤慨二堪ヘサルナリ而テ更二一事
、∴　；、

摩

縫ヲ極メ

ノ徒ヲ駆テ良民ヲ苦シメタルコト

ええ民心為二淘々トシテ業二安ンセサルモノ比々皆然り勢ヒ斯ノ如クナルヲ以テ△皇贅貴之畏

ヲ待スルノ

民

ヲナシテ

当二使用シテ

吏シテ良民ヲ

シキハナカ

シタルモノト

ラムコト

苦シメタルカ

テ法ニアリ

ノハ何ソヤ

ナラス而テ

ヲナサヽルヘカラス

トナスコトヲ得ルカチ

ヲ以テ能ク知事ノ

愛甲郡民ハ今日未夕其害ヲ被ラスト艶斉ク同一ノ配下ニアルモノナ

レハ将来如何ナル非法ノ処置ヲ被ラムモ未タ知ルヘカラス思フテコヽニ至レハ憂心仲々寝テ而

テ寝ルコト能ハサルナリ如何ソ之ヲ他郡ノ事トシテ等閑二看過スルヲ得ンヤ是惣平等力敢テ尊

厳ヲ冒シテ陳情スル所以閣下糞クハ県下吏民ノ事情ヲ明察セラレ速二適応ノ処分ヲ為シ以テ惣

平等ノ杷憂ヲ解キ早ク県民ヲシテ安堵セシメラレンコトヲ懇請ノ至リニ堪ヘス再拝（以下略）

（厚木市下荻野・難波春美氏）
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史料6　内務大臣井上馨宛ての神奈川県知事内海忠勝書簡　　　　　　　　明治25年10月19日

（東京都『東京市史稿』市街編第八十四、平成5年3月）

謹呈　昨夕御示之油槽一条ハ、早速朝田又七呼寄、同人ハ断念為致、同時二浅野惣一郎呼出し

大体之趣意篤と申聞置候間、願書ハ一両日中二差出候事と相成可申候。場処ハ本日迄二浅野、

サミユル等同道実見する筈二有之候。右御内報申上候。

ニハ候へとも、

リニ相試ミ

知事を放逐する

を流し、

より知事か三多摩を

実ハ

逐する方可然と

相 昨日之御説明なれハ無余義事

と相諦らめ申候間、本年之議会へハ必らす御提出、他日取行れ候様御配神之程奉願候。（以下

略）

史料7「東京府及神奈川県境域変更二関スル法律案」　　　　　　　　　明治26年2月18日

（東京都『東京市史稿』市街編第八十五）

（前略）東京府及神奈川県境域変更二関スル法律案理由書

奈川県西

用水路ノ

摩 摩 摩 ントスルハ、 主上シテ

日上水ハ、

飲

スルモノ拾里三下ラス。（中略）然ルニ近来水源往々

枯渇シ、定量ヲ得難キ而已ナラス、去ル二十一年二月ノ如キ多摩川本流僅二百八拾立方尺、即

上水ノ平水量二比シテ其半二及ハス。本春ノ如キ亦然り。此ノ如キ場合二会スレハ、不得已市

街濯田飲料用水ノ幾分ヲ減殺シ、或ハ分水樋口ヲ閉鎖シ僅二市民ノ需要二応セシムルカ如キ慣

行二依り一時急ヲ済フノ手段ヲ取ルニ過キス。而シテ多摩川ノ源流ハ幾多ノ細流数方里ヲ覆ヒ、

其地ヤ大概民有二属セルヲ以テ、常三共樹林ノ栄枯繁凋ハ直二水量二影響ヲ及ホス事頗ル大ナ

リト艶モ、流域監督二就キ東京府管外二在テ東京府ノ施行スル所羽村以下久我山二至ル上水路

五里内外二止マリ、其敷地以外及引入口以上ハ挙テ神奈川県二属スルヲ以テ同県二委托シ、適

取締上必要二際シテ東京府令警察令等ヲ発スルモ、要スルニ他管人民二向テ之ヲ遵守セシムル

ノ困難ナル常二充分ノ効果ヲ見ルヲ得ス。鼓二其実例ヲ挙レハ、

II県下西

下ハ素ヨリ

入セシメサル

摩

水二万一ノ

ルコトアリ

ロノ

当時東京府ハ

シタリトノ

ヲ加へ、下流ヲ横断シ

リ。（以下略）

クモ余毒

史料8　南北西三多摩郡管轄替建白書草按」（明治22年夏（推定））　府中市。比留間家文書

（表紙）

「

（欄外）

「

南北西三多摩郡管轄替横車按

南ヲ除カバ両多マ郡トスベシ

南北西三多摩郡管轄替頗

ー　9　－
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＼／（士イ／4｛べ

／再一士1／

三雑＼／壬ニ￥封／
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＼／ニ＼イ／壬｛掌∠

∠寸量産1／
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避曜呈㌻寸亡／ン十三才
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東京府二属シ、又多摩川ハ三郡ガ因テ以テ湿フ所ノ源流ニシテ此流レナクバ三郡生キズ然ルニ

本流ハ東京府ノ直轄二属シ三郡ハ神奈川県ノ管下二在ルガ為メニ官民共二被ムル所ノ不便ハ実

二言フベカラズ（以下略）

（府中市宮町・比留間正次氏）

史料9　三多摩移管問題についての『自由』の記事（一部のみ紹介）

①明治26年2月22日（第四九一号）

東京府及ひ神奈川県境域変更に関する法律案に対し反対するの理由書

神奈川県

担塗随て

と東京府とは元来民情風俗を異にするのみなら

く土地僻

ず東京府の郡吾

にして府民と

は府下に

を共にすべき

方経済に就ても亦た多額の差違あり即

を来すに因り

変更を不利とする所以なり

第二　神奈川県は現在一市「

ざること明かなり是れ三多摩郡人民が此

るも郡部は地租七十二万二千七百九十円九十六銭八厘

除き）人口八十二万三千六百二十七人に

第三

して三多摩郡は地租人口

ときは地租に於て五分の一強人口に於て

を生し地方税負担を重からしむる

東京市水道改良事業に対して

なりと云ふも 日に至る

は行政庁互に合議を遂け其権域を定む

こと瞭然たり

しき害あり

共に第二別表の如く

四分の一弱を減

上の不便あり

数を占め

とせば是等取締

る等便益を計図するの方法他に途なきにあらず然らば即ち

右等の不便決して之なき者と思考せり

前項の如き不利なる神奈川県人民の不幸を顧みざるは有害無益の法律案なりと云はざるを得ず是れ

該法律案の廃棄を希ふ所以なり

東京府郡部及び神奈川県郡部戸数割税及び地租割税比較表

第一号表

東京府郡部　　　　　　　　　神奈川県郡部　　　　差額

地租割　　　　　戸数割　　　　地租割　　戸数割　　地租割　　　戸数割

年　度　一円二付　　　平均一戸二付　　一円二付　一戸二付　一一円二付　一戸二付

廿四年　三〇〇　　　　一、〇一二二余　一一四厘　一九〇厘　一八六厘　九二二、二

廿五年　三〇五　　　　一、一九三四余　一五二　　二五〇　　一五三　　九四三、四

平　均　三〇二、五余　一、〇三九五余　一五三　　二二〇　　一六九　　九二二、八

第二号表

郡　名　村数

西多摩　二三

南多摩　二〇

北多摩　二一

計　　六四

大字数　地租田畑宅地　　　　　　戸　数　　　　人　口

九八　　一六、五七九、九一九　　二一、三〇九　六三、五二五

一一三五　六六、八五八、九七〇　　一四、九五五　七六、九二七

一二七　六四、二七五、五五八　　一二、六一九　七六、四九五

三六〇　一五七、七一四、四四七　三八、八八三　二一六、九四七

一11一
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史料10三多摩移管問題についての『自由』の記事

①明治26年2月24日（第四九四号）

（前略）
●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　　　せい／3、ていし

の神奈川

完に於て 前十時より委

明治26年2月24日～3月18日

ろん　　　　　　　　　　　　　　　　　ところ　　　　　　　　さんこう　　　　　　　　　　　　　　吐うくわい

三△、
日間 ありしが参考の為め内務省に照会し仝境域変更

に関する書類の送付方を照会し仝書類の到達する迄一時休会することとなり午前十一時頃休会

せしに午後一時過きに至り内務省より書類到達せしに付再び開会せしに二時頃よりは井上内務

大臣古市土木局長も出席せしに付工藤行幹、石坂昌孝、山田東次氏等より程々の質問あり之に

対し井上大臣の答弁並に古市技師の説明ありしが尚ほ審査上神奈川県庁に於て調査せし全案□

関する書類の必要あるに付更に神奈川県へ照会することとなり依て全庁より書類の送達ありし

上再審査の上決定する筈にて昨日は遂に決定に至らさりし

③明治26年2月25日（第四九五号）

●下院府県境域変更事件の委員会　昨日午前九時より開会し政府委員大森県治局長出席し内務

省より廻付し来りたる書類によりて調査をなし又各委員より種々質問したる末也良基迭異姓境
へんかう　　　　　　　ねつしん

京府庁の

対 し且つ白く日

字あり　く

夜深更に至り

共

しあるは

ありたしと

こうせん　　　　　　　　　　　　　　はヽか

くものあり

る後めたき所為あるにも拘はらず内務省は尚悦つる処なきかと大森局長に向って責問せり大森

局長は東京府知事が果して府知事の資格を以て斯の如き事を為したるや否やは余が関する処に

非ず去乍ヨシ東京府知事が斯の如き処置を為したりとて本案の不当なる次第あらず云々と答へ

尚山田束次氏は反対を唱へ正午散会せり（以下略）

④明治26年2月26日（第四九六号）
いう　L Lや

（前略）◎哀告書

君に哀告す

あいこくし上

りたる哀告書は左の

今回政府は神奈川県下南北西多摩三郡を分割して東京府に属せしむるの法案を提出せり而し

て該法案の利害に付ては両地人民に於て見る所を異にし各其便否を碁々して止まざること諸

君の熟知する処ならん

に判定し

土

宮

るに至ては種々

府

京市全イ

しに拘はらず

らざること

を知らざるにあらず豊自己軽微の利害に拘泥し以て帝都の休戚を顧みざるもの

－13　－

ならんや然皇
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史料11神奈川県第三区（三多摩）の候補者について報じる記事（明治23年4月4日）

『毎日新聞』第五七九七号

〇三多摩の候補者　神奈川県下第三選挙区なる南西北多摩郡にては二人の衆議院議員を撰挙する
うんとう

筈なるが其 者 る人は凡そ一 程 あるよしなれど何れも土地の人のみに

て外来の有志あるを聞かず其土地中にても幾多の分裂を生じて末だ確乎たる候補者なき姿ながら
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孝 瀬戸岡篤一度 る処ある 羨此外一騎打ちとして頻りに奔走する人は北多

摩郡長なる毀損頻東京衛型氏、八王子組合代言人生教員三敗氏、元神奈川県会郡部会議長責太東太

救民、元県会議員見放兵員氏等なりと云ふ

史料12石阪昌孝との政治的関係を記した吉野泰三のメモ（明治25－26年（推定））

三鷹市“吉野家文書

二年自由 り廿五年八月

○神奈川県自由党ハ盃壊員、煮麺名盤敬え組織シ責顛黍三公北多摩談ヱ組織ス
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テ上野広小路二密会所ヲ置タリト云フ

△此貧乏党沈静ノ為メ神奈川県知事沖守固ハ石坂をシテ沈静二尽カセシメ褒状及物品ヲ賜フ人皆眉
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○大坂ノ獄起リテ後議論益不協相背馳ス

○吉野泰三ハ現敬三隻免責兵士金名主琵韻竣
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